
歌
・
俳
諧
・
漢
詩
文

さ
ら
に
晩
年
、
南

延
享
三
年
（
一

延
享
五
年
（
一

寛
延
二
年
（
一

宝
暦
三
年
（
一

の
四
作
品
で
あ
る
。

は
じ

多
田
南
嶺
（
一
六

る
。
京
・
大
坂
を
中

戸
な
ど
で
も
講
義
を

芸
に
も
手
を
染
め
、

多
田

な
ど
も
作
る
。
活
動
的
で
多
面
的
な
文

嶺
は
絵
本
の
文
章
も
担
当
す
る
。
具
体

七
四
六
）
刊
『
絵
本
西
川
東
童
』

七
四
八
）
刊
『
絵
本
花
の
鏡
』

七
四
九
）
刊
『
絵
本
福
禄
寿
』

七
五
三
）
刊
『
絵
本
雪
月
花
』

な
お
、
南
嶺
の
関
与
し
た
絵
本
が
も
う

め
に

九
四

一
七
五
〇
）
は
、
神
道
・
有
職

心
に
活
躍
し
、
大
和
郡
山
・
伊
丹
・
伊

行
う
。
こ
う
し
た
本
業
で
の
活
動
に
加

浮
世
草
子
・
役
者
評
判
記
・
劇
書
の

南
嶺
と
絵
本

化
人
と
い
え
る
。

的
に
は
、

一
作
品
あ
っ
た
と

南
嶺
は
、

た
と
見
な
さ絵

あ
づ
ま

る
に
は

葉
の
玉

た
り
と

故
実
の
学
者
で
あ

勢
路
・
尾
張
・
江

え
て
、
様
々
な
文

代
作
を
行
い
、
和

推
測
さ
れ
る

南
嶺
の
別
号

こ
れ
ま
で

以
下
、
具
体『

絵
本
西
川
東
童
』（
半
紙
本
・
三
巻
三

れ
て
き
た
。
確
か
に
、
序
か
ら
は
そ
の

本
西
川
東
童
序

わ
ら
は
は
官
女
の
号
そ
れ
は
都
こ
れ
は

あ
ら
で
反
古
さ
ら
へ
し
中
よ
り
ふ
る
く

も
石
も
か
し
は
の
名
の
か
は
ら
ぬ
千
代

絵
に
そ
へ
た
る
草
紙
を
た
づ
さ
へ
来
り

。『
絵
本
置
而
来
草
』
は
広
告
な
ど
で

）
と
す
る
。
た
だ
し
、
現
存
不
明
で
あ

、
南
嶺
と
絵
本
の
関
係
は
、
あ
ま
り
注

的
に
そ
の
状
況
を
確
認
す
る
。

一
『
絵
本
西
川
東
童
』

一

神

谷

冊
）
で
は
序
だ
け
を
書
い

よ
う
に
読
め
る
。

東
路
の
さ
の
み
さ
が
し
求

あ
た
ら
し
き
人
々
の
こ
と

の
た
め
し
に
拾
ひ
あ
つ
め

予
が
旅
亭
に
請
ふ
は
序
な

「
随
時
老
人
作
」（
随
時
は

る
。

目
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。

七
〇

勝

広



多 田 南 嶺

童東川西本絵
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で
は
改
め
て
、『
絵

い
た
も
の
で
、
各
図

て
い
る
。
画
題
と
作

丁
付
と
画
題

上
３
オ
４
ウ
初
ゆ
め

の
こ
と
は
何
も
書
か

で
は
な
か
っ
た
の
で

と
こ
ろ
が
、
最
近

か
に
さ
れ
た
。
そ
の

得
叟
祐
信
／
彫
刻

町
目
鱗
形
屋
孫
兵
衛

あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ

多
田
南
嶺

ら
ん
と
み
な
ま

や
い
は
ん
正
月

も
む
か
し
恋
し

『
絵
本
西
川
東
童
』
は

版
本
刊
記
は
、「
画
工

吉
日
／
京
都
書
林

本
西
川
東
童
』
の
内
容
だ
が
、
四
季

に
は
、
狂
歌
・
狂
句
を
収
め
、
作
者
の

者
（
及
び
説
明
）
は
、
次
の
よ
う
に
な

作
者

志
賀
随
翁

百
八
十
歳
大
坂
人

ま
で
長
寿
め
で
た

お
く

れ
て
い
な
か
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
南

あ
る
。

、
山
本
卓
氏
が
初
版
本
を
所
蔵
さ
れ
て

初
版
本
刊
記
に
は
、「
作
者

南
嶺
翁

石
原
半
兵
衛
／
延
享
三
年
寅
正
月
吉
日

／
京
麩
屋
町
誓
願
寺
下
ル
町
八
文
字
屋

て
、
南
嶺
が
文
章
を
担
当
し
た
こ
と
は

と
絵
本

で
い
は
さ
ず
筆
に
ま
か
す
る
も
す
な
は

よ
り
十
二
月
に
い
た
る
ま
で
の
子
供
わ

や

京

、
こ
れ
ま
で
再
版
本
し
か
知
ら
れ
て

洛
陽
文
華
堂
西
川
自
得
叟
祐
信
／

寺
町
通
松
原
下
ル
町
菊
屋
喜
兵
衛
求
板

の
子
供
遊
び
を
描

短
い
紹
介
も
附
し

っ
て
い
る
。

凡
弐
百
歳
ち
か
く

き
人
ゆ
へ
巻
頭
に

ウオウ

オ

ウ

オ

嶺
の
関
与
が
明
瞭

い
る
こ
と
を
明
ら

／
画
工

西
川
自

／
江
戸
大
伝
馬
三

八
左
衛
門
板
」
と

確
定
で
き
た
。

８
オ

８
ウ

９
オ

９
ウ

オ

ウ

オ

ウ

オ

ち
と
も
に
童
情
と

ざ
見
る
に
つ
け
て

南
嶺
翁

印

こ
な
か
っ
た
。
再

明
和
四
年
亥
正
月

」
と
あ
り
、
南
嶺

４
ウ

５
オ

５
ウ
６
オ

６
ウ

７
オ

７
ウ

の
ぞ
き

大
坂
あ
づ
ま

京衛

に
は
と
り
合

東
嶺

本
名
坂
上

本
村
に
住

ひ
い
な
ま
つ
り

志
仙

京
の
人
江

ぶ

や
ぶ
さ
め

読
人
不
知

ま
め
ま
き

重
頼

維
舟
と
も

と
り
お
ひ

春
助

近
年
古
物

手
也

い
か
の
ぼ
り

道
灌

武
門
に
名

初
午

よ
み
人
不
知

師
匠
へ
の
ぼ
る

船
戸

難
波
の
勾

春
駒

貞
徳

松
永
氏

一

ま
ん
ざ
い

紹

泉
州
堺
の

福
引

守
武

伊
勢
の
神

馬
乗
始

空
存

天
満
の
人

ま
り

祐
雅

洛
外
東
山

は
ご
い
た

西
鶴

は
い
か
い

や
く
は
ら
ひ

可
寧

尾
州
の
人

や
の
傾
城
山
本
の
与
次
右

門
妻
と
成

与
次
右
衛
門
と
て
摂
州
山

世
に
山
崎
与
次
兵
衛
云

戸
に
来
り
本
町
辺
に
あ
そ

い
ふ
貞
徳
の
高
弟
な
り

の
茶
碗
を
ま
ね
て
陶
る
上

あ
り

当
初
は
近
都
と
い
ふ

七
二

人
茶
道
の
元
祖
な
り

職
に
し
て
貞
徳
の
門
人

隠
逸
の
名
高
し

の
人
名
た
か
し

師
よ
み
本
の
作
者

歌
に
功
あ
り



多
田
南
嶺

ウ

女
子
琴

オ

と
ん
ぼ

ウ

と
う
ろ

オ

む
し
う

７
オ

さ
う
り

７
ウ
８
オ
冨
士
参

８
ウ
９
オ
天
王
御

９
ウ

両
国
花

オ

び
い
ど

ウ

オ
七
夕
ま

中
３
オ

な
は
の

３
ウ

こ
ま
ど

４
オ

よ
し
の

４
ウ

釣
た
れ

５
オ

せ
う
ぎ

５
ウ
６
オ
か
ぶ
と

６
ウ

子
供
あ

ウ

い
も
む

と
絵
本

を
ひ
く

光
琳

緒
方
氏
一
流
の
画

う
つ
る

立
圃

は
い
か
い
絵
に
名

う

馬
勃

当
時
江
戸
の
宗
匠

り

か
ぢ

ぎ
を
ん
水
茶
や
の

歌
の
集
板
に
あ
り

か
く
し

鬼
貫

伊
丹
酒
屋
後
に
士

り

素
勇
堂

江
戸
の
人

祭
礼

作
者
不
知

火

其
磧

江
嶋
氏
よ
み
本
作

ろ
へ
ふ
な
を
入
る

卜
養

堺
の
人
狂

つ
り

平
安

近
松
門
左
衛
門
と

比
京
家
に
つ
か
へ

船

孫
六

美
濃
関
の
名
鍛
冶

り

読
人
不
知

ゝ
花

宗
鑑

歌
学
に
も
連
俳
に

る

読
人
不
知

木
食
上
人

人
形

正
虎

信
長
公
の
祐
筆
な

や
つ
り

天
津
和
尚

黄
檗
宗
歌
学

し
遊
ひ

読
人
不
知

に
名
高
し

あ
り

女
か
ぢ
の
葉
と
て

ウ

オ

ウ

オ

ウ

オ

右
の
作
者
た

と
成
上
嶋
氏
な
り

者
宗
恵
と
云

歌
集
板
に
あ
り

号
す
本
国
越
前
中

浄
る
り
作
者
と
成

５
ウ
６
オ

６
ウ
７
オ

７
ウ
８
オ

８
ウ
９
オ

９
ウオウ

オ

も
名
高
し

りに
名
あ
り

ウオウ

下
３
オ

３
ウ
４
オ

４
ウ
５
オ

ウ

オ

一

は
か
ま
ぎ

長
慶

三
好
修
理

雪
遊
び

淡
々

松
木
氏
後

る

餅
花

日
近

梶
折
の
上

ち
は
、
歴
史
的
な
著
名
人
、
南
嶺
と
同

は
や
し
小
ま
ひ

曽
路
里

天
正
の

花
す
ま
ふ

夫
木
集

此
歌
作

放
生
会

松
花
堂

八
幡
の

神
田
明
神
祭

読
人
不
知

大
か
ぐ
ら

了
海

浄
土
門
に

き
く
む
し
り

都
錦

本
名
宍
戸

ほ
た
け

万
々

渡
辺
弥
太 号

は
ち
の
巣
か
は
ず

来
山

俳
人

貝
勝
負

作
者
し
ら
ず

め
ん
あ
そ
ひ

東
行

俳
人

て
う
ち
ん
の
か
げ

読
人
不
知

月
見

東
行

俳
人

芝
居
の
ま
ね

山
三
郎

中
古
美

町
中
を
う
た
ひ
あ
り
く
体

蝶
花

本
七
三

太
夫

杜
三
楊
と
改
文
集
世
に
行

人
と
号
法
花
宗
な
り

時
代
に
活
躍
し
た
文
芸
関

比
の
人

者
不
分
明

人
絵
も
歌
も
世
に
名
高
し

名
あ
る
僧
な
り

与
市
後
に
都
錦
と
改

郎
多
田
の
人

す男
の
聞
え
あ
り

名
岸
田
半
七
贅
沢
先
生
と



舞
』（
同
年
刊
）
江
戸

る
。
南
嶺
は
、
伊
丹

る
。
鬼
貫
を
意
識
し

江
戸
の
俳
諧
師
米
仲

じ
歳
旦
に
は
南
嶺
も

わ
れ
る
江
戸
座
の
米

た
こ
と
が
あ
り
、
江

ま
ず
、
南
嶺
と
同

渭
北
・
馬
勃
・
東
行

「
鬼
貫
」
は
、
伊
丹

浮
世
草
子
・
役
者
評

飾
し
て
即
翁
と
も
い

刊
）
三
之
巻
の
一
に

の
で
あ
ろ
う
。
ま
た

多
田
南
嶺

係
者
、
南
嶺
と
同
時

様
々
い
る
。
歴
史
的

問
題
と
す
る
必
要
も

い
の
で
何
と
も
判
断

で
は
、
南
嶺
と
同

文
芸
関
係
者
で
は
な

之
巻
開
口
部
に
も
「
即
翁
ぬ
い
の
鹿

の
北
隣
大
鹿
に
住
ん
だ
こ
と
が
あ
り
、

て
い
る
の
は
そ
の
た
め
か
も
知
れ
な
い

の
延
享
二
年
歳
旦
に
出
て
く
る
「
素
勇

一
句
入
れ
て
い
る
。
南
嶺
は
、
素
勇
が

仲
の
グ
ル
ー
プ
と
交
流
が
あ
る
。
南
嶺

戸
在
住
の
弟
子
も
持
っ
て
い
た
か
ら
、

時
代
の
文
芸
関
係
者
（
鬼
貫
・
素
勇
堂

・
淡
々
）
に
つ
い
て
見
て
み
よ
う
。

俳
諧
の
中
心
人
物
で
あ
る
。
南
嶺
は

判
記
の
中
で
彼
を
何
度
も
登
場
さ
せ
て

っ
た
。
南
嶺
の
浮
世
草
子
『
花
襷
巌

見
え
る
「
即
翁
が
金
字
の
亀
」
は
、
そ

、
南
嶺
が
編
集
に
関
与
し
た
役
者
評

と
絵
本

代
の
文
芸
関
係
者
で
は
な
い
者
、
経
歴

な
著
名
人
が
入
っ
て
い
る
こ
と
は
自
然

な
か
ろ
う
。
ま
た
、
経
歴
未
詳
の
者
は

の
し
よ
う
が
な
い
。

時
代
に
活
躍
し
た
文
芸
関
係
者
、
ま
た

い
者
、
彼
ら
は
い
か
な
る
人
物
た
ち
な

子
の
巾
着
」
と
あ

伊
丹
に
人
脈
も
あ

。「
素
勇
堂
」
は
、

」
で
あ
ろ
う
。
同

属
し
て
い
た
と
思

は
、
江
戸
へ
行
っ

素
勇
と
も
直
接
的

南
嶺
が
淡
々

開
口
部
に
出

が
、
そ
れ
も

南
嶺
と
同

蝶
花
・
日
近

「
あ
づ
ま
」

兵
衛
寿
の
門

・
其
磧
・
平
安
・

自
分
の
執
筆
し
た

い
る
。
鬼
貫
は
落

柳
嶋
』（
元
文
四
年

れ
を
意
識
し
た
も

判
記
『
役
者
大
極

が
あ
っ
た
と

延
三
年
刊
）

七
〇
五
）
刊

の
浮
世
草
子

行
庵
と
名
づ

ゆ
け
ば
と
て

関
わ
り
は
は

未
詳
の
者
な
ど
、

な
こ
と
で
、
特
に

、
手
が
か
り
が
な

南
嶺
と
同
時
代
の

の
か
。

な
関
わ
り
が

れ
た
八
文
字

渉
と
は
思
わ

と
面
識
が
あ

躍
す
る
が
、

門
の
関
係
に

を
モ
デ
ル
に
し
た
話
が
、
寛
延
二
年
刊

て
く
る
。
内
容
は
、
淡
々
に
失
礼
と
い

ま
た
気
を
許
し
あ
っ
た
間
柄
ゆ
え
の
悪

時
代
で
文
芸
関
係
者
以
外
の
者
（
あ
づ

・
了
海
）
は
、
ど
の
よ
う
な
人
物
た
ち

「
東
嶺
」
は
、
西
鶴
の
『
好
色
一
代
男

松
』
な
ど
で
も
モ
デ
ル
に
な
っ
て
い
る

推
測
で
き
る
。
馬
勃
も
南
嶺
の
浮
世
草

三
之
巻
の
三
に
名
前
が
見
え
る
。「
東

『
東
行
撰
集
抄
』
を
著
し
た
俳
諧
師
と

『
大
系
図
蝦
夷
噺
』（
延
享
元
年
刊
）

け
」、
同
『
教
訓
我
儘
育
』（
寛
延
三
年

東
行
法
師
と
名
づ
け
」
な
ど
と
登
場
す

っ
き
り
し
な
い
。「
淡
々
」
は
、
南
嶺 一

あ
っ
た
と
見
な
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。「

屋
の
浮
世
草
子
作
者
で
あ
る
。
南
嶺
と

れ
な
い
。「
平
安
」
は
、
著
名
な
近
松

れ
ば
興
味
深
い
が
、
未
詳
で
あ
る
。「

元
々
は
大
坂
の
淡
々
の
弟
子
で
あ
っ
た

な
る
。「
馬
勃
」
も
、
米
仲
の
俳
諧
仲

『
役
者
大
雛
形
』
京
之
巻

わ
ざ
る
を
え
な
い
も
の
だ

ふ
ざ
け
で
あ
ろ
う
。

ま
・
東
嶺
・
天
津
和
尚
・

な
の
か
。

』・
近
松
の
『
山
崎
与
次

著
名
人
で
あ
る
が
、
彼
ら

子
『
教
訓
我
儘
育
』（
寛

行
」
は
、
宝
永
二
年
（
一

思
わ
れ
る
が
、
彼
も
南
嶺

二
之
巻
の
二
「
庵
号
も
東

刊
）
三
之
巻
の
二
「
東
へ

る
。
た
だ
し
、
南
嶺
と
の

の
俳
諧
の
師
匠
に
あ
た
る
。

七
四

其
磧
」
は
、
言
わ
ず
と
知

其
磧
が
ま
っ
た
く
の
没
交

門
左
衛
門
で
あ
る
。
南
嶺

渭
北
」
は
、
江
戸
座
で
活

。
つ
ま
り
、
南
嶺
と
は
同

間
で
あ
る
。
南
嶺
と
交
流



多
田
南
嶺

口
部
に
「
ひ
し
だ
や

の
個
人
的
な
人
脈
の

上
人
と
呼
ば
れ
た
大

に
「
吉
弥
十
六
歳
の

む
つ
ご
と
の
間
に
間

『
忠
盛
祇
園
桜
』
一
之

も
、
蝶
花
が
贅
言
に

巻
の
一
に
「
天
陽
の

北
卿
の
糟
明
暦
は
、

太
平
記
』（
延
享
元
年

は
贅
に
の
が
る
、
其

た
と
思
わ
れ
る
役
者

た
『
古
今
役
者
大
全

門
と
い
ふ
は
世
に
い

嶺
」
と
南
嶺
の
関
わ

と
は
明
ら
か
と
言
え

と
は
親
し
い
。
他
界

で
は
重
要
な
登
場
人

っ
た
と
思
わ
れ
る
。

の
こ
と
を
南
嶺
は
浮

と
絵
本

半
八
と
云
せ
ん
し
や
う
も
の
」
な
ど
と

中
に
い
た
人
物
と
推
測
さ
れ
る
。「
日

坂
住
の
僧
侶
で
あ
る
が
、『
教
訓
我
儘

む
か
し
、
梶
浦
の
日
願
上
人
と
い
ふ
説

に
法
華
の
功
力
他
に
す
ぐ
れ
た
る
わ
け

巻
の
一
に
「
天
明
暦
に
い
わ
く
、
北

如
ず
と
か
や
」、『
龍
都
俵
系
図
』（
元

蝶
花
は
、
下
に
縫
泊
を
襲
て
、
肩
を
脱

夭
命
を
思
は
ず
、
少
し
て
眼
鏡
を
楽
む

刊
）
三
之
巻
の
三
に
「
林
和
常
は
画

跡
異
な
り
と
い
へ
共
、
其
帰
一
な
り

評
判
記
『
役
者
恵
宝
参
』（
元
文
五
年

』（
寛
延
三
年
〔
一
七
〇
五
〕
刊
）
に

ふ
山
崎
与
次
兵
衛
事
也
」
と
も
あ
る

り
は
判
然
と
し
な
い
が
、
南
嶺
が
強
く

る
。「
天
津
和
尚
」
は
、
池
田
の
蔵
元

し
た
直
後
の
浮
世
草
子
『
忠
盛
祇
園
桜

物
の
モ
デ
ル
に
し
て
い
る
。
南
嶺
は
哀

「
蝶
花
」
は
、
本
名
「
岸
田
半
七
」。

世
草
子
で
も
取
り
上
げ
て
い
る
。
ま
た

出
て
く
る
。
南
嶺

近
」
は
、
梶
折
の

育
』
一
之
巻
の
二

法
者
に
買
れ
て
、

を
聞
い
れ
」
と
書

狂
歌
あ
る
い

狂
句
が
先
に

れ
は
容
易
で

の
知
人
の
も

き
わ
め
て
困

忠
が
膝
を
揺
る
癖

文
五
年
刊
）
二
之

癖
に
く
る
し
み
、

病
あ
り
」、『
契
情

に
隠
れ
、
岸
蝶
花

」、
南
嶺
が
関
与
し

刊
）
大
坂
之
巻
開

自
己
の
作
品

こ
こ
で
も
同

な
お
、
絵

文
章
（
狂
歌

と
推
測
す
る

「
袖
と
も
に
さ

を
描
い
た
扇

「
坂
上
与
次
右
衛

。「
あ
づ
ま
」「
東

意
識
し
て
い
た
こ

の
出
身
で
、
南
嶺

』（
元
文
五
年
刊
）

悼
の
気
持
ち
が
あ

南
嶺
の
浮
世
草
子

き
り
し
な
い

で
当
時
知
ら

ら
な
い
。

以
上
を
踏

人
脈
の
中
か

詳
で
あ
る
「

と
同
郷
人
で

、
南
嶺
が
編
集
し

か
れ
て
お
り

一

は
狂
句
を
見
つ
け
だ
す
こ
と
は
困
難
で

提
示
さ
れ
て
い
て
、
そ
れ
に
合
わ
せ
て

あ
る
。
ま
た
加
え
て
、
絵
の
内
容
に
沿

の
か
ら
的
確
に
選
択
す
る
こ
と
は
選
択

難
と
思
わ
れ
る
。
南
嶺
と
祐
信
の
関
係

に
反
映
さ
せ
る
こ
と
が
、
浮
世
草
子
・

様
の
傾
向
が
見
出
せ
た
こ
と
に
な
る
。

本
に
お
け
る
作
者
南
嶺
と
画
工
祐
信
の

・
狂
句
）
を
決
め
、
そ
の
内
容
を
踏
ま

。
例
え
ば
、「
は
や
し
小
ま
ひ
」
の
狂

す
や
扇
の
月
の
笠
」
と
い
う
も
の
で

を
持
っ
て
舞
っ
て
い
る
。
絵
が
先
に
あ

。「
了
海
」
は
、
浄
土
宗
の
僧
侶
で
、

れ
た
人
物
で
あ
る
が
、
残
念
な
が
ら
、

ま
え
れ
ば
、
南
嶺
と
同
時
代
の
者
た
ち

ら
選
出
さ
れ
た
者
が
少
な
く
な
い
。
加

万
々
」
も
「
渡
辺
弥
太
郎
多
田
の
人
」

あ
り
知
人
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。

、
や
や
気
の
毒
な
気
も
す
る
。
南
嶺
と

七
五

あ
ろ
う
。
逆
に
、
狂
歌
・

絵
を
描
く
の
な
ら
ば
、
こ

っ
た
狂
歌
・
狂
句
を
南
嶺

の
範
囲
が
あ
ま
り
に
狭
く
、

に
お
い
て
、
南
嶺
が
書
い

役
者
評
判
記
に
あ
っ
た
。

関
係
だ
が
、
南
嶺
が
先
に

え
て
祐
信
が
絵
を
描
い
た

句
は
「
曽
路
里
」
作
と
し

あ
る
。
絵
で
も
子
供
が
月

っ
て
、
そ
れ
に
適
合
す
る

日
蓮
宗
を
攻
撃
し
た
談
義

南
嶺
と
の
関
わ
り
は
わ
か

の
中
に
、
南
嶺
の
個
人
的

え
て
、
時
期
・
経
歴
が
未

と
あ
る
こ
と
か
ら
、
南
嶺

南
嶺
は
、
個
人
的
人
脈
を

の
直
接
的
な
関
係
は
は
っ



『
多
田
南
嶺
集
』（
叢

題
で
適
切
に
ま
と
め

本
作
は
画
中
に

い
う
手
の
混
ん

成
り
立
た
な
い

ら
し
た
作
と
言

学
殖
・
博
識
が

者

随
時
老
人
／
画

歳
辰
正
月
吉
日
／
江

山
本
九
右
衛
門
／
京

て
い
る
。

さ
て
、『
絵
本
花
の

立
・
襖
な
ど
を
画
き

な
故
事
が
組
み
込
ま

多
田
南
嶺

た
も
の
に
祐
信
が
合

て
い
た
。
し
た
が
っ

て
、
特
に
問
題
と
な

二

延
享
五
年
刊
『
絵

書
江
戸
文
庫

国
書
刊
行
会

一
九

ら
れ
て
い
る
。

画
を
配
し
、
そ
の
内
外
の
画
が
見
立
て

だ
仕
掛
け
に
な
っ
て
お
り
、
画
だ
け
で

。
八
文
字
屋
の
出
版
に
長
く
係
わ
っ
た

え
よ
う
。
南
嶺
の
文
章
に
つ
い
て
言
え

よ
く
発
揮
さ
れ
た
内
容
だ
が
、
中
に
は

工

西
川
自
得
叟
祐
信
／
彫
工

石
原

戸
大
伝
馬
三
町
目
鱗
形
屋
孫
兵
衛
／
大

麩
屋
町
誓
願
寺
下
ル
町
八
文
字
屋
八
左

鏡
』
の
内
容
は
、
各
風
俗
図
の
中
に

、
そ
の
画
題
の
説
明
文
も
附
す
。
説
明

れ
て
い
る
。『
絵
本
花
の
鏡
』
の
特
徴

と
絵
本

わ
せ
て
描
く
こ
と
は
、
浮
世
草
子
作
成

て
、
右
の
よ
う
な
連
携
は
、
南
嶺
・
祐

る
よ
う
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ

『
絵
本
花
の
鏡
』

本
花
の
鏡
』（
半
紙
本
・
三
巻
三
冊
）

九
七
年
五
月
）
解

風
に
対
応
す
る
と

も
文
章
だ
け
で
も

二
人
が
意
匠
を
凝

ば
、
本
作
は
彼
の

彼
の
浮
世
草
子
を

の
始
ま
り
の

皆
以
て
奏
覧

な
し
て
、
其

に
こ
だ
わ
っ

役
者
の
始
ま

半
兵
衛
／
延
享
五

坂
高
麗
橋
二
町
目

衛
門
板
」
と
な
っ

掛
軸
・

風
・
衝

文
に
は
い
ろ
い
ろ

は
、
風
間
誠
史
氏

編
纂
し
て
い

な
の
で
あ
る

『
絵
本
花
の

も
見
出
せ
る

伎
の
起
源
に

是
漢
の
人
な

若
女
形
を
燕

で
ず
っ
と
行
わ
れ

信
の
両
者
に
と
っ

う
。

刊
記
部
分
は
、「
作

連
想
さ

の
歌
を

確
か
に
、『
絵

品
で
あ
る
。

職
故
実
の
学

い
。『
南
嶺
子事

」
の
「
漢
に
趙
飛
燕
が
名
曲
あ
り
、

す
、
そ
の
部
に
戯
優
あ
り
て
、
古
今
の

発
頭
を
孟
優
と
号
し
」
と
一
致
す
る
。

て
い
た
も
の
と
推
測
で
き
る
。
南
嶺
が

り
に
関
し
て
右
の
故
事
を
持
ち
出
す
も

る
。
故
事
に
特
別
な
執
着
を
持
っ
て
い

。鏡
』
と
南
嶺
の
他
の
著
述
で
故
事
が

が
、
一
例
を
あ
げ
て
お
け
ば
、『
絵
本

関
す
る
故
事
「
歌
舞
妓
の
狂
言
は
も
ろ

り
、
も
ろ
こ
し
に
て
実
役
を
採
子
と
い

君
子
と
い
ふ
」
と
い
っ
た
く
だ
り
は
、 一

せ
る
記
事
も
見
え
る
（
能
因
法
師
を
ま

作
る
男
の
話
は
『
大
系
図
蝦
夷
噺
』
巻

本
花
の
鏡
』
は
、
南
嶺
の
「
学
殖
・

具
体
的
に
は
、
故
事
に
関
す
る
こ
だ
わ

者
で
あ
り
、
故
事
来
歴
に
関
し
て
は
非

』『
千
加
屋
草
』『
蓴
菜
草
紙
』
な
ど

唐
に
至
て
散
楽
数
十
種
、

治
乱
を
狂
言
綺
語
に
あ
や

こ
の
故
事
は
、
南
嶺
が
特

関
与
し
た
作
品
以
外
で
は
、

の
を
見
な
い
。

る
こ
と
は
、
南
嶺
の
特
徴

一
致
す
る
こ
と
は
い
く
つ

花
の
鏡
』
に
見
え
る
歌
舞

こ
し
に
て
孟
優
に
始
る
、

ひ
、
敵
役
を
擬
悪
と
い
ふ
、

『
古
今
役
者
大
全
』「
役
者

七
六

ね
て
自
宅
に
籠
も
っ
て
旅

二
｜
二
と
全
く
同
想
）。

博
識
」
が
発
揮
さ
れ
た
作

り
が
強
い
。
南
嶺
は
、
有

常
に
詳
し
く
、
知
識
も
多

の
故
事
を
集
積
し
た
書
も



多
田
南
嶺

こ
こ
で
も
南
嶺
の

南
嶺
と
同
時
代
の

う
な
人
物
た
ち
で
あ

「
鮹
久
」
は
、
伊
丹

こ
と
か
ら
す
れ
ば
知

に
狂
歌
・
狂
句
を
附

狂
歌
・
狂
句
の
作

中
・
保
友
・
錦
文
流

信
形
・
維
舟
・
観
舞

水
・
名
倉
柳
庵
・
永

禿
翁
・
卜
養
で
あ
る

る
。

三

寛
延
二
年
刊
『
絵

「
撰
者

随
時
老
人
南

／
寛
延
二
歳
巳
正
月

橋
二
町
目
山
本
九
右

板
」
と
あ
る
。

『
絵
本
福
禄
寿
』
の

と
絵
本

個
人
的
人
脈
の
反
映
が
う
か
が
え
る
。

文
芸
関
係
者
（
鮹
久
・
猪
同
・
鳥
山
輔

っ
た
。

の
俳
人
で
あ
る
。
南
嶺
は
伊
丹
に
人

人
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。「
猪
同
」

け
る
。

者
た
ち
は
、
西
鶴
・
道
寸
・
猪
同
・

・
来
山
・
鮹
久
・
板
坂
法
印
・
明
珍
信

翁
・
立
甫
・
都
錦
・
山
中
鹿
之
助
・
才

閑
・
桐
輔
・
道
寿
・
由
平
・
一
傘
・
そ

。
こ
れ
以
外
に
、
鳥
山
輔
寛
の
名
が
文

『
絵
本
福
禄
寿
』

本
福
禄
寿
』（
半
紙
本
・
三
巻
三
冊
）

嶺
／
画
工

西
川
自
得
叟
祐
信
／
彫

吉
日
／
江
戸
大
伝
馬
三
町
目
鱗
形
屋
孫

衛
門
／
京
麩
屋
町
誓
願
寺
下
ル
町
八

内
容
は
、
事
物
起
源
・
故
事
来
歴
を

寛
）
は
、
次
の
よ

脈
を
持
っ
て
い
た

は
、
歌
舞
伎
作
者

嶺
は
享
保
九

と
は
面
識
が

享
保
十
六
年

関
わ
り
は
は

ま
た
、『
絵

由
南
・
貞
隆
・
一

家
・
重
頼
・
板
垣

麿
・
三
千
風
・
団

の
女
・
一
之
・
止

章
の
中
に
出
て
く

る
。「
道
寿
」

と
あ
る
の
は

る
。
ま
た
狂

道
寿
は
、
大

合
う
の
は
、

坂
上
一
族
（

保
十
八
年
に

の
刊
記
部
分
は
、

工

石
原
半
兵
衛

兵
衛
／
大
坂
高
麗

文
字
屋
八
左
衛
門

述
べ
、
そ
の
末
尾

言
作
者
の
事

と
出
て
く
る

と
号
し
た
漢

南
嶺
と
同

中
に
も
南
嶺

「
名
倉
柳
庵

交
流
が
あ
っ

中
田
嘉
右
衛

一

年
か
ら
十
一
年
こ
ろ
に
大
鹿
に
住
ん
で

あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。「
桐
輔
」
は
、

に
百
十
六
歳
で
他
界
し
た
。
残
念
な
が

っ
き
り
し
な
い
。

本
福
録
寿
』
は
、
故
事
来
歴
を
含
ん

は
、
坂
上
宗
清
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。

、
伊
丹
の
北
隣
の
大
鹿
（
現
在
は
伊
丹

句
も
「
花
も
桃
我
も
百
と
せ
山
か
づ
ら

鹿
に
住
み
、
百
歳
を
越
え
て
い
な
い
と

宗
清
し
か
い
な
い
。
道
寿
は
宗
清
の
号

伊
丹
俳
人
蜂
房
な
ど
を
含
む
）
の
長
老

百
歳
を
越
え
、
京
都
の
公
家
近
衛
家
か

」
に
「
大
坂
に
中
田
嘉
右
衛
門
、
俳
名

が
、
南
嶺
と
の
直
接
の
関
係
は
未
詳
。

詩
人
で
、
南
嶺
は
彼
か
ら
漢
詩
文
の
教

時
代
で
文
芸
関
係
者
以
外
の
者
（
名
倉

の
知
人
が
い
る
。

」
は
、
伊
勢
の
津
の
医
者
で
、
南
嶺

た
。
伊
勢
神
宮
を
南
嶺
が
訪
れ
た
際
に

門
の
俳
号
で
あ
る
。
南
嶺
の
編
集
し
た七

七
い
た
経
験
が
あ
る
。
宗
清

大
坂
の
長
寿
の
儒
学
者
で
、

ら
、
現
段
階
で
南
嶺
と
の

で
い
る
の
で
、
故
事
に
対

人
名
の
前
に
「
大
鹿
山
」

市
内
）
を
指
す
と
思
わ
れ

」
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、

い
け
な
い
。
こ
の
条
件
に

な
の
で
あ
ろ
う
。
宗
清
は
、

で
、
大
鹿
に
居
住
し
、
享

ら
祝
を
受
け
て
い
る
。
南

猪
同
と
い
ひ
し
は
」
な
ど

「
鳥
山
輔
寛
」
は
、
芝
軒

え
を
受
け
た
。

柳
庵
・
道
寿
・
桐
輔
）
の

の
友
人
。
そ
の
子
息
と
も

は
、
途
中
、
逗
留
し
て
い

『
古
今
役
者
大
全
』「
狂



『
絵
本
雪
月
花
』（

者

随
時
老
人
南
嶺

／
京
都
書
林

寺
町

る
。
初
版
の
刊
行
時

雪
月
花

全
三
冊
／

板
元

京
八
文
字
や

（
宝
暦
五
年
刊
）
一
之

「
漢
武
帝
の
時
東
方
朔

の
通
か
と
た
づ
ね
給

夷
噺
』（
延
享
元
年
刊

巻
の
一
や
『
役
者
懐

事
が
見
え
る
。

四
多
田
南
嶺

す
る
執
着
も
は
っ
き

少
な
く
な
い
。
二
三

布
粟
を
以
市
を
た
て

以
市
を
た
つ
る
よ
し

同
内
容
の
故
事
が
出

る
ゝ
事
は
、
後
小
松

半
紙
本
・
三
巻
三
冊
）
の
現
存
諸
本

子
／
画
図

西
川
自
得
叟
祐
信
／
明
和

通
松
原
下
ル
町
菊
屋
喜
兵
衛
求
版
」
と

期
は
、『
享
保
以
後
江
戸
出
版
書
目
』

墨
付
三
十
四
丁
／
同
（
宝
暦
）
三
酉
正

八
左
衛
門
／
売
出

鱗
形
や
孫
兵
衛
」

巻
二
に
同
じ
故
事
が
出
て
く
る
。『

を
召
れ
寿
百
歳
な
る
も
の
は
人
中
一

ふ
時
、
東
方
朔
手
を
た
ゝ
き
わ
ら
ふ

）
巻
一
の
一
や
『
教
訓
我
儘
育
』（
寛

中
暦
』（
元
文
六
年
刊
）
大
坂
之
巻
開

『
絵
本
雪
月
花
』

と
絵
本

り
う
か
が
え
る
が
、
他
の
南
嶺
作
品
と

例
を
あ
げ
れ
ば
、『
絵
本
福
禄
寿
』
に

、
暹
羅
は
海
の
貝
を
以
市
を
た
て
、
日

」
は
、『
自
笑
楽
日
記
』（
延
享
四
年
刊

て
く
る
。『
絵
本
福
禄
寿
』
の
「
盲
人

院
の
御
時
源
照
と
い
ふ
盲
人
」
は
、

の
刊
記
に
は
、「
作

五
年
子
正
月
吉
日

あ
っ
て
再
版
で
あ

の
「
同
（
絵
本
）

月

石
川
筆
／

か
ら
推
定
で
き
る
。

本
）
に
も
名

（
淡
々
）」
は

路
実
陰
の
和

縁
が
あ
ろ
う

そ
う
で
あ
れ

が
ら
、
鳥
山

と
は
同
門
に

絵
本
福
禄
寿
』
の

寸
と
い
へ
り
弥
そ

」
も
、『
大
系
図
蝦

延
三
年
刊
）
五
之

口
部
に
同
様
の
故

心
斎
・
尼
子

巴
・
芭
蕉
・

『
絵
本
雪
月

南
嶺
と
同

郷
麿
・
桐
麿

嶺
と
の
関
係

南
嶺
と
俳
諧

合
致
す
る
も
の
も

見
え
る
「
朝
鮮
は

本
は
漢
唐
の
銭
を

）
二
之
巻
の
三
に

に
紫
衣
を
ゆ
る
さ

『
世
間
母
親
容
気
』

さ
て
、『
絵

に
そ
れ
ぞ
れ

当
世
風
俗
絵

登
場
す
る

卜
陽
・
維
舟

存
・
尾
州
落

が
見
え
、
南
嶺
と
知
り
合
い
で
あ
る
可

、
南
嶺
の
俳
諧
の
師
匠
。「
春
山
」
は

歌
の
門
下
で
あ
る
。
南
嶺
は
実
陰
と
関

。
ま
た
淡
々
系
の
俳
書
に
出
て
く
る

ば
、
親
し
い
間
柄
で
あ
ろ
う
。「
郷
麿

芝
軒
（
佐
太
夫
）
の
弟
子
で
も
あ
る
。

な
る
。
郷
麿
に
関
し
て
は
、
興
味
深
い

義
久
・
来
山
・
半
時
庵
・
春
山
・
十

南
行
・
丈
山
。

花
』
で
も
、
南
嶺
の
個
人
的
人
脈
の

時
代
の
文
芸
関
係
者
（
大
立
・
渭
北
・

）
に
つ
い
て
述
べ
よ
う
。「
大
立
」
は

は
残
念
な
が
ら
未
詳
で
あ
る
。「
渭
北

の
同
門
。「
百
丸
」
は
、
伊
丹
の
俳
人 一

本
雪
月
花
』
の
内
容
は
、
上
巻
が
花

ち
な
ん
だ
故
事
を
引
き
、
句
・
歌
を
添

を
描
く
。

作
者
た
ち
は
、
逍
遙
院
・
後
醍
醐
天
皇

・
素
勇
堂
・
団
水
・
随
時
翁
・
垂
水

合
氏
・
藤
香
君
・
昌
俊
・
冬
房
・
貞
隆

能
性
が
高
い
。「
半
時
庵

、
堺
の
僧
侶
で
、
武
者
小

わ
り
が
あ
る
の
で
、
そ
の

「
春
山
」
も
同
一
人
物
か
。

」
は
、
才
麿
門
の
俳
人
な

つ
ま
り
、
漢
詩
文
で
南
嶺

資
料
が
あ
る
。
柿
衛
文
庫

楽
庵
・
宗
祇
・
郷
麿
・
一

反
映
は
指
摘
で
き
る
。

百
丸
・
半
時
庵
・
春
山
・

、
才
麿
系
の
俳
人
で
、
南

」
は
、
前
述
の
ご
と
く
、

で
、
南
嶺
『
桂
花
抄
』（
写

七
八

、
中
巻
が
月
、
下
巻
が
雪

え
て
、
そ
れ
に
対
応
す
る

・
大
立
・
渭
北
・
百
丸
・

広
遠
・
肖
柏
・
桐
麿
・
空

・
西
鶴
・
又
甫
・
日
尋
・



多
田
南
嶺

こ
と
か
ら
明
白
だ
が

は
、
南
嶺
の
他
の
著

五

南
嶺
の
多
面
性
は

あ
る
。

南
嶺
と
同
時
代
で

い
。
た
だ
、
経
歴
な

嶺
の
名
古
屋
に
お
け

と
も
付
き
合
い
が
深

る
。
今
度
調
査
し
て

ま
た
、
故
事
に
対

佐
太
夫
門
人
旧
徳
弟

南
嶺
の
代
表
作
『
鎌

進
念
頃
な
る
浪
人
、

た
る
い
ひ
わ
け
を
、

し
て
登
場
す
る
。
親

ら
か
っ
て
い
る
の
だ

嶺
と
の
面
識
の
有
無

蔵
の
郷
麿
短
冊
裏
書

と
絵
本

、『
絵
本
雪
月
花
』
に
見
え
る
「
吉
野

述
（『
秋
斎
間
語
』『
千
加
屋
草
』）
に

ま
と
め

、
こ
れ
ま
で
に
も
周
知
の
こ
と
と
は
思

文
芸
関
係
者
以
外
の
者
は
、『
絵
本
雪

ど
ま
っ
た
く
未
詳
で
あ
る
が
、「
尾
州

る
人
脈
の
反
映
で
は
な
い
か
。
南
嶺
は

い
。
当
時
の
尾
張
藩
重
役
で
落
合
の
姓

み
た
い
。

す
る
執
着
も
、
多
く
の
故
事
を
作
中
に

子
」
と
あ
る
。
本
名
「
戸
田
治
部
八
」

倉
諸
芸
袖
日
記
』（
寛
保
三
年
刊
）
三

戸
田
治
部
八
と
い
へ
る
を
た
の
み
け
る

嘘
八
百
に
や
つ
て
の
け
れ
ば
」
と
、
い

し
い
友
人
ゆ
え
に
、
南
嶺
は
郷
麿
（
戸

ろ
う
。「
桐
麿
」
は
、
才
麿
門
の
俳
人

は
わ
か
ら
な
い
。「
随
時
翁
」
は
、
南

き
に
、「
大
坂
天
満
材
木
同
心
戸
田
治

山
」
の
故
事
な
ど

も
見
え
る
。

う
が
、
今
回
、
絵

す
。

月
花
』
に
見
え
な

落
合
氏
」
は
、
南

、
尾
張
藩
の
重
役

を
持
つ
人
物
が
い

ち
り
ば
め
て
い
る

『
関
西

十
三
年
三

拙
稿

二
月
）

拙
稿

拙
稿

〔
付
記
〕本

稿
は

頭
発
表
に

が
注
目
さ
れ
る
。

之
巻
二
に
「
樺
之

は

黒
や
き
に
し

い
加
減
な
人
物
と

田
治
部
八
）
を
か

五
彩
堂

州
。
南

嶺
本
人
の
別
号
で

し
か
し
、
同

人
的
人
脈
の

強
い
こ
と
も

す
な
わ
ち

徴
で
は
な
い

注

部
八
、
詩
人
鳥
山

本
の
文
章
担

一

大
学
図
書
館
影
印
叢
書

西
川
祐
信
集
下
巻

月
）
の
山
本
卓
氏
執
筆
の
解
題
十
七
頁
参
照

「
西
柳
こ
と
山
本
与
次
兵
衛
」（「
連
歌
俳
諧
研

「
多
田
南
嶺
と
天
津
禅
師
」（「
京
都
語
文
」
七

「
多
田
南
嶺
と
尾
張
」（「
東
海
近
世
」
十
二
号

、
平
成
十
六
年
度
日
本
文
学
協
会
研
究
発
表

基
づ
く
。
席
上
、
多
く
の
御
教
示
を
た
ま
わ

時
に
、
浮
世
草
子
・
役
者
評
判
記
に
見

反
映
・
故
事
へ
の
執
着
）
も
確
認
で
き

わ
か
っ
た
。

、
多
面
性
と
固
有
性
を
同
時
に
合
わ
せ

だ
ろ
う
か
。

当
者
と
い
う
面
を
明
瞭
に
し
た
こ
と
で

七
九

』（
関
西
大
学
出
版
部

平
成

。究
」
九
八
号

平
成
十
二
年

号

平
成
十
三
年
五
月
）

平
成
十
三
年
五
月
）

会
（
於
仏
教
大
学
）
で
の
口

っ
た
こ
と
に
深
謝
い
た
し
ま

ら
れ
た
南
嶺
の
特
徴
（
個

、
南
嶺
の
個
性
が
改
め
て

持
つ
こ
と
が
、
南
嶺
の
特

、
一
層
は
っ
き
り
で
き
た
。


